










黄雀文庫コレクション 

平木浮世絵財団の事業活動を続ける中で自身でも収集に努めた結果、浮世絵版画だけでなく、宝船や絵地

図などの版画資料、近代の新版画や創作版画まで幅広く網羅したコレクションが形成された。それに加えて、

研究書、雑誌、画集、展覧会カタログなど、浮世絵の研究に重要な資料の充実も特筆される。 

「黄雀文庫」の名は、祖父佐藤貞次郎の雅号「黄雀」に由来する。 

主な収集品 ※写真資料は次ページより 

江戸から明治にかけての浮世絵版画・版本等約３０００点 

・浮世絵版画

  二代鳥居清倍「坂田市太郎のれんしやうぜう 二代目三条勘太郎のそがの十郎」（元文 3年・1738） 

  勝川春章 「初代中村仲蔵の工藤」（明和 8年・1771） 

  鳥居清長 「水茶屋の男女」（安永 7年・1778頃） 

  喜多川歌麿「玉屋内 若梅」（寛政 5年・1793頃） 

  菊川英山 「源氏八景 明石帰帆 玉屋内 濃紫」（文化末期） 

  葛飾北斎 「諸国滝廻り 木曽海道小野ノ瀑布」（天保 4年・1833頃） 

  歌川広重 「松上の木兎」（天保前期） 

 〃 「近江八景」八枚揃い（安政 4年・1857） 

  歌川国貞 「大当狂言之内 七代目市川団十郎の菅丞相」（文化 11年 1814頃） 

  歌川国芳 「通俗水滸伝豪傑百八人一個 早地忽律朱貴」（文政末期） 

  月岡芳年 「芳流閣両雄動」（明治 18年・1885） 

  鯰  絵  約２００点（安政 2年・1855） 

・版本

 鳥居清信 『風流絵本四方屏風』（元禄 13年・1700） 

 喜多川歌麿『青楼絵本年中行事』（享和 4年・1804） 

 葛飾北斎 『富嶽百景』（天保 5年・1834、天保 6年・1835） 

 歌川豊国 『絵本時世粧』（享和 2年・1802） 

近代の創作版画等約１０００点 

 川瀬巴水「暮れゆく古川堤」（大正 8年・1919） 

 伊東深水「髪洗い」（昭和 27年・1952） 

 吉田博 「日田筑後川の夕」（昭和 2年・1927） 

浮世絵関係の画集、研究書、雑誌、図録など約３０００点 

（参考） 公益財団法人平木浮世絵財団について

昭和 47（1972）年 3 月  財団法人平木浮世絵財団 設立

平成 25（2013）年 4 月  公益法人移行登記（内閣府認可）

日本美術を愛好した平木信二氏は、戦後の混乱期に貴重な浮世絵版画のコレクションが海外に流
出しようとしたのを、私財を投じて散逸を防ぎ、その公開がわが国文化の発展のために有意義であ
ると、昭和 47 年に財団を設立した。昭和 47 年 9 月に展示施設として「リッカー美術館」（平成 5
年「平木浮世絵美術館」と改称）を開館し、日本初の浮世絵専門館として数々の展覧会を企画、開
催してきた。現在は、常設館は持たず、全国の美術館、博物館において巡回展を開催している。
 所蔵作品は、浮世絵版画を主体とし、近代の新版画、創作版画、さらに日本画も含まれている。
特に浮世絵版画は、浮世絵の祖・菱川師宣から明治期の作家に至るまで、凡その作家を網羅してお
り、「平木コレクション」として世界的に知られている。摺り・保存状態にも優れ、重要文化財 11
点、重要美術品 238 点の指定を受けている。浮世絵版画を所蔵する美術館、博物館は数多くある
が、国の文化財指定を受けた浮世絵版画の所蔵は、平木浮世絵財団と東京国立博物館だけであり、
平木コレクションが質の高い貴重なものであることを示している。

【蒐集物】


















































